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札内川自然再生の取り組みの維持管理対策への位置づけ

 自然再生事業終了後も礫河原の保全が維持管理において継続
されるよう、これまでの成果や知見を踏まえて、礫河原再生
の取り組みを維持管理計画に位置付けた。

 札内川自然再生において実施されてきた中規模フラッシュ放
流、引き込み掘削及び置砂は、礫河原の再生及び出水時の河
道のかく乱促進で主目的があることから、7-4河川環境の維
持管理対策のうち、【河川景観の保全と形成】の中に新たに
位置付ける。

7章 維持管理対策／ 7-4 河川環境の維持管理対策より, p.92より

p.1

なお、札内川では礫河原再生事業の取り組みによ

り礫河原再生及び出水時の砂州・澪筋の変化を促進

する効果が得られている。河川環境及び河道の維持

管理対策においては、これらの知見を活用すること。



札内川自然再生の取り組みの維持管理対策への位置づけ
7章 維持管理対策／ 7-4 河川環境の維持管理対策より, p.93より

p.2

【札内川における礫河原再生の取り組み】

各対策の実施候補箇所は縦横断測量、航空測量によ

る地盤標高、航空写真、河川環境基図などに基づき

選定する。平常時の河川巡視において、実施候補箇

所の樹林化の進行や流路の固定化、河岸侵食の状況

等をモニタリングして、対策の必要性及び効果を確

認する。対策にあたっては、『礫河原再生の手引き(

案）』及び『札内川における礫河原再生の技術資

料』を参照して具体的な検討を行い、礫河原の保全

を図る。



維持管理対策における札内川自然再生の取り組みの実施方針 p.3

対策実施候補箇所の抽出

河川巡視を活用した

簡易チェック

航空写真・植生図などを活用した

詳細チェック

対策の実施

毎年

5年に一度

• 中規模フラッシュ放流
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• 置砂
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• 年に１～２回程度を目安にモニタリング項目に従って、河川巡視の際に対策実施候補箇所の状況を確認する。
• モニタリング結果は河川カルテへ反映し経年的な変化を記録するとともに、対策実施候補箇所の見直しに活用する。

• ５年に１回程度を目安にモニタリング項目に従って、最新の航空写真や植生図に活用し全川区間の状況を確認する。
• モニタリング結果は、対策実施候補箇所の見直しに活用する。

• 今後５年間を目安とした対策実施候補箇所を簡易チェック及び詳細チェックの情報に基づき選定する。
• 簡易チェック及び詳細チェックで確認するモニタリング項目を整理する。

 維持管理対策として中規模フラッシュ放流、流路引込掘削及び置砂の対策を実施するにあたり、必要に応じて対策実施
候補箇所を抽出する。また、簡易チェック及び詳細チェックで確認するモニタリング項目を整理し、対策の実施と合わ
せてモニタリングを行う。モニタリングの結果から、異変があれば対策実施候補箇所の見直しを行う。

対策実施候補箇所の抽出

簡易チェック

詳細チェック



【参考】流路引き込み掘削の実施候補箇所の抽出方法及び実施方法

R3放流後（R3.7.15航空写真）
100m

礫河原再生の管理幅
中規模フラッシュ放流推定冠水範囲

①旧流路位置の確認 ②引き込みを実施した場合の引き
込み箇所や流路形成範囲を推測

フシ

◆抽出方法
① 航空写真の変遷から旧流路の位置を確認する。
② 引き込みを実施した場合の引き込み箇所や流路形成範囲を推測する。
③ 引き込み掘削箇所の水面勾配からフシ・ハラの位置を確認する。
④ ①～③に基いて、引き込み掘削による対策が効果的と考えられる区間を抽出
◆実施方法
• 掘削の横断・平面形状を検討し、施工図面を作成する。
• 縦断勾配については現地地形を考慮して、施工時に調整する。
→掘削の実施

流路引き込み掘削実施候補箇所の抽出イメージ

p.4

③フシ・ハラの位置を確認

ハラ

フシ



【参考】置砂の実施候補箇所の抽出方法及び実施方法

置砂実施候補

砂州の発達イメージ
札内川

置砂実施効果箇所の抽出イメージ

R3放流後（R3.7.15航空写真）

p.5

①直線状区間の抽出
②流路の固定化状況や樹林化状況を確認

◆抽出方法
① 最新の航空写真から流路が直線状となっている区間を抽出
② 航空写真、定期横断測量及び植生図の変遷から、流路の固定化状況や樹林化状況を確認
③ 置砂の実施箇所や砂州の形成箇所、流路変動を推測する。
④ ①～④に基いて、置砂による対策が効果的と考えられる区間を選定
◆実施方法
• フラッシュ放流時の流向などを考慮し、置砂位置を選定する。
• 置砂の横断・平面形状を検討し、施工図面を作成する。
• 置砂の敷高はフラッシュ放流ピーク水位を目安とし、放流時に置砂が冠水するようにする。
→置砂の実施 ※実施箇所の近傍で河道掘削が実施されている場合は、その材料を置砂に流用する。

③置砂の実施箇所や砂州の
形成箇所、流路変動を推測

流路変動イメージ


